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◇◇ ◇◇
実
施
日

実
施
日

実
施
日

実
施
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；
平

成
２

７
年

４
月

１
１

日
( 土

) ～
１

２
日

( 日
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◇◇ ◇◇
参
加
者

参
加
者

参
加
者

参
加
者
；
川

島
 

功
、
児

嶋
道

夫
、
田

中
稔

昭
、
梶

野
照

雄
、
計

４
名

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

( 同
宿

者
１

名
) 

 
 

４
月

１
１

日
 

天
候

；
曇

り
後

晴
 

 
３

月
下

旬
か

ら
雨

天
が

続
き

日
照

時
間

が
少

な
く

、
土

日
は

久
し

ぶ
り

に

晴
れ

の
予

報
と

な
り

山
行

行
事

が
出

来
そ

う
だ

。
し

か
し

、
雨

天
で

蜜
柑

作

業
が

遅
れ

日
曜

日
作

業
と

な
り

欠
席

、
前

日
の

雨
中

山
行

で
発

熱
し

急
遽

２

名
が

不
参

加
に

な
り

、
４

名
が

池
原

ス
ポ

ー
ツ

公
園

に
１

５
時

過
ぎ

に
合

流
。

Ｂ
班

の
車

回
送

も
考

慮
し

て
川

島
車

に
分

乗
。

 

池
郷

林
道

ゲ
ー

ト
を

越
え

る
と

軽
ト

ラ
と

す
れ

違
う

。
下

北
山

村
の

青
年

の
森

の
徐

伐
の

帰
り

と
の

こ
と

。
何

時
崩

れ
て

も
お

か
し

く
な

い
箇

所
の

通

行
を

尋
ね

る
と

、
測

量
中

で
通

行
し

て
来

た
と

の
事

で
安

堵
す

る
。

崩
落

可

能
性

大
の

箇
所

に
は

、
作

業
小

屋
が

設
置

さ
れ

、
二

人
が

測
量

を
し

て
い

る
。

 

崩
落

防
止

策
は

、
杭

打
ち

で
石

入
り

金
網

積
み

と
チ

エ
ー

ン
を

張
り

復
旧

す
る

、
作

業
に

着
手

す
れ

ば
約

１
ヶ

月
で

完
了

す
る

と
の

事
で

、
連

休
中

は

白
谷

林
道

を
使

う
事

に
な

る
だ

ろ
う

。
 

崩
落

箇
所

の
調

査
等

で
入

り
路

面
は

、
か

な
り

良
く

な
っ

て
い

る
が

、
定

員
一

杯
の

乗
用

車
な

の
で

、
車

底
が

擦
れ

な
い

よ
う

に
ゆ

っ
く

り
走

行
。

 
 

 

稜
線

三
叉

路
に

青
木

車
が

駐
車

。
こ

こ
か

ら
歩

き
行

仙
宿

に
泊

、
明

日
、

南
奥

駈
道

Ｂ
班

( 行
仙

岳
→

持
経

宿
) の

点
検

巡
視

に
合

流
す

る
と

の
こ

と
。

先
週

も
土

日
に

点
検

巡
視

を
し

て
下

さ
り

本
当

に
有

難
い

。
 

持
経

宿
に

着
く

と
誰

か
が

居
る

。
前

鬼
か

ら
来

て
今

晩
宿

泊
( 名

古
屋

市
の

藤
間

 
聡

氏
) す

る
と

の
こ

と
。

 

川
島

・
田

中
で
水
場
へ

。
ホ

ー
ス
口

の
落
葉

を
除

く
と
勢

い
良

く
流

れ
、

直
ぐ

ポ
リ
タ

ン
が
満

杯
に

な
る

。
そ

の
間

に
梶

野
氏

は
、

前
回
板
幅

不
揃

い

で
テ

ー
ブ
ル
脚

を
一
部
ビ

ス
穴

が
合
わ

な
か

っ
た
テ

ー
ブ
ル

の
補
修

。
児

嶋

さ
ん

は
便

所
前

に
手
洗

い
器
具

設
置

。
 

作
業

も
一
段

落
し

、
１

７
時

過
ぎ

に
同

宿
者

の
藤

間
君

も
加
わ

り
夕
食

。
 

程
な

く
登

山
者

が
通

り
宿

泊
か
聞

く
と

平
治

宿
ま

で
行

く
と

の
こ

と
。

 

参
加

者
は

、
３
食

分
( 夕

・
朝

・
昼

) 各
自

調
達

と
し

た
の

で
、

ば
ら

ば
ら

で
あ

る
が

、
持

ち
寄

っ
た
塩

ス
ル
メ

、
イ
タ
ド
リ

の
油
炒
め

・
焼
芋

等
が
差

入
れ

さ
れ

、
と

り
わ
け

児
嶋

氏
の
炒
め

た
玉
葱

に
卵

を
か
け

、
そ

の
上

に
田

中
氏

の
ス

ラ
イ

ス
チ

ー
ズ

を
乗
せ

た
料
理

は
絶
品

で
あ

っ
た

。
 

５
人

は
下
戸

ば
か

り
で
ビ

ー
ル

２
缶
／

人
で
十

分
で

、
藤

間
君

が
車

駐
車

の
前

鬼
へ
戻

る
た
め

５
時

に
出

発
す

る
と

の
事

で
、

２
０

時
半

過
ぎ

に

就
寝

。
２

３
時
頃

に
は

、
星
空

で
明

日
の

天
候

は
良

さ
そ

う
だ

。
 

行
動
行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
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４
月

１
２

日
( 日

) 気
温

４
℃

。
天

候
；
霧

雨
。
視
界

１
０
ｍ

～
５

０
ｍ

。
 

夜
中

に
梶

野
氏

が
ス

ト
ー
プ

に
薪

、
ヤ
カ

ン
に
水

を
継

ぎ
足

し
て

く
れ

た

様
で

、
藤

間
君
起
床

時
に

は
お
湯

が
沸

い
て

い
た

。
 

４
時

に
起

き
る

と
、
雲

に
覆
わ

れ
て

い
る
様

だ
が

、
後

で
晴

れ
る

だ
ろ

う

と
楽
観

し
て

い
た

。
テ

ン
ト

持
参

で
遅

い
と

藤
間
君

５
時

１
５

分
前

鬼
へ

。
 

予
報

に
反

し
て

曇
天

で
霧

雨
が
東
側

か
ら
吹

き
つ
け

る
が

雨
具

着
用

な

し
。

持
経

宿
よ

り
登

り
出

す
と
赤
紫

の
三
つ
葉

ツ
ツ
ジ

が
元
気
づ
け

て
く

れ

る
が

、
歩

き
初
め

の
阿
須
迦
利

岳
の

急
登

は
体

に
堪

え
る

。
 

阿
須
迦
利

岳
を

下
る

急
斜

面
に
シ
デ
コ
ブ
シ

が
白

く
開
花

し
始
め

て
い

る
。
霧

雨
で
岩
や

落
葉

が
濡

れ
て

い
て

、
滑

り
や

す
く
慎
重

に
下

る
。
鎖
場

の
鎖

は
異
常

な
し

。
 

証
誠
無
漏

岳
で

児
嶋

さ
ん
自

前
の

道
標

設
置

。
十
津

川
村

設
置

の
石
柱

道

標
は

、
傾

い
て

い
る

の
で
レ
ベ
ル

で
垂
直

に
起

し
、
隙

間
に
岩

を
か
ま

し
て

ハ
ン
マ

ー
で
叩

い
て
固

定
さ
せ

る
。
傾

い
て
見

え
る

が
、
レ
ベ
ル

で
測

る
と

垂
直

で
、
地
形

に
よ

っ
て
目

測
が

当
て

に
な

ら
な

い
。
倒
伏

と
傾

い
た

石
柱

道
標

の
復

旧
は

、
十
津

川
村

か
ら

今
年
要
請

が
あ

り
、
受
諾

し
た

の
で

点
検

と
復

旧
作

業
を

す
る

事
に

な
っ

た
。

 

 
 

 

証
誠

無
漏

岳
で

道
標

設
置

と
傾

い
た

石
柱

道
標

復
旧

 
涅

槃
岳

の
復

旧
石

柱
道

標
 

直
ぐ

に
腰
高

さ
の
倒

木
が
あ

り
チ
ェ

ン
ソ

ー
で
処
理

す
る

。
小
径

木
倒

木

は
、

梶
野

氏
の

手
鋸

で
処
理

。
涅
槃

岳
の
傾

い
た

石
柱

道
標

は
復

旧
す

る
。

 

涅
槃

岳
下

り
の
支

谷
崩

落
箇

所
は

、
少

し
ず
つ
浸
食

し
て

い
る

。
ヒ
ク
タ

ワ
(
剣
光
門

)
の
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ

は
、
筒
状

で
未

だ
葉

を
広
げ

て
い

な
い

。
滝

川
辻

、
般
若

岳
の
傾

い
た

道
標

を
起

こ
し

復
旧

し
、
太

い
倒

木
を
処
理

。
 

 
 

 

滝
川

辻
の

石
柱

道
標

 
 

般
若

岳
の

傾
い

た
石

柱
道

標
 

 
倒

木
処

理
 

地
蔵

岳
の

石
柱

道
標

は
、

完
全
倒
伏

し
て

い
る

。
児

嶋
さ
ん

持
参

の
ピ
ッ

ケ
ル
替

り
の

ツ
ル
ハ
シ

と
折
畳

ス
コ
ッ
プ

で
穴

を
掘

り
、

４
人

で
力

合
わ
せ

て
倒
立

さ
せ

、
水

平
レ
ベ
ル

で
垂
直

に
し

て
、
集
め

た
石

で
四
方

を
埋
め

、

ハ
ン
マ

ー
で

た
叩

き
固
め

て
土

を
被
せ

て
復

旧
す

る
。

 

 
 

 

 
 

地
蔵

岳
の

倒
伏

石
柱

道
標

と
復

旧
道

標
 

 
嫁

越
峠
・
復

旧
石

柱
・
木

製
復

旧
中
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嫁
越
峠

の
傾

い
た

石
柱

道
標
及
び

木
製

道
導

も
復

旧
す

る
。

 

こ
こ
ま

で
石
柱

道
標

復
旧

作
業

時
は

、
歩

行
し

て
い

な
の

で
休
憩

と
し

て

来
た

が
、
実
際

は
霧

雨
で

視
界

も
無

く
体

を
動

か
し

て
い

る
方

が
温

か
い

の

で
、
体

を
動

か
し

続
け

て
い

て
休
憩

し
て

い
な

い
事

に
な

る
と
思
わ

れ
る

。
 

奥
守

岳
の
登

り
は

、
段
々

と
疲
労

が
増

し
梶

野
氏
以
外

は
し
ん
ど

そ
う

だ
。

奥
守

岳
山
頂

の
西
寄

り
の

所
で
風

を
避
け
昼
食

。
寒

く
な

り
３

０
分
弱

で
昼

食
を
切

り
上
げ

、
奥
守

岳
の
傾

い
た

石
柱

道
標

を
復

旧
す

る
。

 

天
狗

山
で

児
嶋

・
梶

野
氏

が
山
頂
標
識

設
置

の
間

に
、

川
島

、
田

中
が

先

行
す

る
。

 

石
楠
花

の
群
生
尾
根

は
、
花
芽

が
少

な
い
様

で
、
霧

雨
に
濡

れ
て

い
て
ズ

ボ
ン

が
濡

れ
て
冷

た
い

。
石
楠
花

岳
山
頂

手
前
鞍
部

の
石
柱

道
標

は
、

完
全

倒
伏

し
て

い
る

。
水

を
含

み
殆
ん
ど

土
で
容
易

に
掘

れ
る

。
力

合
わ
せ

て
倒

立
さ
せ

る
が

、
道
標

の
進

行
方
向

が
合
わ

な
い

、
穴

の
中

で
回
転

さ
せ

て
矢

印
方
向

を
合
わ
せ
四
方

石
で
固

定
さ
せ

る
。

 

滝
川
辻

手
前

で
山

岳
ト
レ
イ
ル
姿

の
若

者
が

、
笹

の
滝
へ

行
く

と
の

こ
と

。

こ
の

視
界

と
山
径

が
は

っ
き

り
し

て
な

い
と
伝

え
た

。
そ

の
若

者
が

、
行

か

な
か

っ
た

と
戻

っ
て

来
る

。
こ

れ
直

す
の

と
怪
訝

そ
う

に
し

て
い

る
。

 

 
 

 

奥
守

岳
の

傾
い

た
石

柱
道

標
 

石
楠

花
岳

手
前

鞍
部

の
倒

伏
石

柱
と

復
旧

石
柱

 

途
中

、
倒

木
処
理

後
、

仙
人
舞
台

石
を

越
え

大
古
ノ
辻

に
１

３
時
半

過
ぎ

に

到
着

。
こ

こ
ま

で
倒

木
は

、
チ
ェ

ン
ソ

ー
処
理

４
本

、
手
鋸

２
本

。
石
柱

道

標
の

復
旧

８
本

( 内
２

本
が

完
全
倒
伏

) 作
業

し
た
上

で
の
到

着
は
決

し
て

遅

く
は
無

い
。
尚

、
石
柱

道
標

の
復

旧
は

、
四
方

に
石

を
か
ま
せ

て
固
め

た
も

の
で

完
全

と
は
言

い
難

く
、
再
度

復
旧

す
る

こ
と

に
な

る
と
思
わ

れ
る

が
、

今
回

の
応

急
処

置
の

経
過

を
見
守

り
た

い
。

 

児
嶋

さ
ん
ド
リ
ッ
プ
コ

ー
ヒ

ー
を

入
れ

て
下

さ
る

、
冷

え
た
体

に
五
臓
六

腑
し

み
本

当
に
美
味

し
い

。
 

 
 

 

仙
人

舞
台

石
 

 
 

 
 

 
太

古
ノ

辻
 

 
 

 
 

/ 小
仲

坊
に

無
事

下
山

 

閼
伽
坂
峠

経
由

の
下

山
は

、
体

は
楽

で
あ

る
が

約
２

時
間
半
要

す
る

事
か

ら
、

下
山

時
間

約
２

時
間

の
通
常
ル

ー
ト

で
前

鬼
・

小
仲
坊

に
下

る
事

に
し

た
。

 

太
古
ノ
辻

か
ら

の
登

山
路

に
は

、
昨

年
は

積
雪

し
て

い
た

が
、

今
年

は
長

雨
の
せ

い
か
全

く
積
雪
無

し
、

下
方

の
谷

間
に
残
雪

が
あ

る
。

 

木
製
階
段

が
濡

れ
て

い
る

の
で
慎
重

に
下

る
。
補
聴
器

を
付
け

て
い

な
い

田
中

さ
ん

に
、
ル

ー
ト
指
示

し
て

も
聞

こ
え
ず

手
間
取

っ
て

い
る

事
が
あ

る
。
 

二
つ

石
で

小
休

止
後

下
山

す
る

が
、

田
中

さ
ん
踏
ん

張
り

難
く

な
り

、
大

分
体
力
消
耗

が
激

し
い
様

だ
が

、
予

定
よ

り
２

５
分

遅
れ

の
１
６

時
２

５
分
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に
小
仲
坊

に
無

事
下

山
す

る
。

こ
の

天
候

の
中

、
田

中
さ
ん

良
く
頑

張
っ

た

と
思

い
ま

す
。

 

Ｂ
班

の
沖
崎

、
畑

林
秀

、
大
江

さ
ん

が
車

回
送

し
待

っ
て

お
ら

れ
る

。
 

小
仲
坊

の
五

鬼
助

氏
が

帰
宅

さ
れ

る
直

前
に
沖
崎

氏
が

着
き

、
点

検
巡

視

の
仲

間
の

下
山

を
伝

え
た

の
で

、
帰
宅

を
し

ば
ら

く
待

っ
て

下
さ

っ
た

。
 

ゲ
ー

ト
ま

で
歩

か
な

く
済
ん

だ
と
ホ
ッ

ト
安

堵
す

る
。

 

紙
を
見

な
が

ら
下

手
な

川
島

の
般
若
心

経
で
無

事
下

山
の
勤

行
を

す
る

。
 

川
島

、
沖
崎

車
に

分
乗

し
、

池
原

ス
ボ

ー
ツ

公
園

に
戻

り
、

流
れ
解
散

と

す
る

。
 

 

行
動
行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

 

４
月

１
２

日
( 日

)  
 

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿
（（ （（

約
1

0
5
5

m
）） ））

6
:0

5
→

6
:3

5
阿
須
阿
須

阿
須

阿
須
迦迦 迦迦
利
岳
利
岳

利
岳

利
岳

(1
2
5
1
m

)6
:4

0
→
鎖
場

7
:0

0
→

7
:1

0
証
誠
無
漏
岳

証
誠
無
漏
岳

証
誠
無
漏
岳

証
誠
無
漏
岳

(1
3
0
1
m

)7
:2

0
→

7
:5

0
涅
槃
岳

涅
槃
岳

涅
槃
岳

涅
槃
岳

(1
3
7
6
.2

m
)8

:0
0

→
8
:1

5
剣
光
門

剣
光
門

剣
光
門

剣
光
門

( 約約 約約
1
1
9
5
m

) →
8
:4

5
滝
川
辻

滝
川
辻

滝
川
辻

滝
川
辻

(1
3
0
6
m

)8
:5

5
→

9
:1

5
般
若
岳

般
若
岳

般
若
岳

般
若
岳

(1
3
2
2
m

)9
:3

0
→

1
0
:0

0
地
蔵
岳

地
蔵
岳

地
蔵
岳

地
蔵
岳
・・ ・・
子
守
岳

子
守
岳

子
守
岳

子
守
岳

(1
4
6
4
m

)1
0
:2

0
→

1
0
:3

0
天
狗

の

稽
古
場

→
1

0
:4

0
嫁
越
峠

嫁
越
峠

嫁
越
峠

嫁
越
峠

(
約約 約約

1
3
4
5
m

)1
0
:4

5
→

1
1
:1

5
奥
守
岳

奥
守
岳

奥
守
岳

奥
守
岳

(
約約 約約

1
4
8
5
m

)1
1
:4

5
→

1
2
:0

5
天
狗
山

天
狗
山

天
狗
山

天
狗
山

(1
5
3
7
.1

m
)1

2
:1

0
→

1
2
:3

5
石
楠
花

岳
手

前
鞍
部

( 約
1

4
6
0

m
)1

3
:0

0
→
仙
人
舞
台
石

仙
人
舞
台
石

仙
人
舞
台
石

仙
人
舞
台
石

( 約
1

5
1
0

m
)1

3
:2

5
→

1
3
:3

5
太太 太太

古古 古古
ノノ ノノ
辻辻 辻辻
（（ （（

約
1

4
6
0

m
)1

3
:5

5
→

1
4
:4

5
二二 二二
つつ つつ
石石 石石

( 約
1

2
4
5

m
)1

4
:5

5
→

1
6
:2

5

前
鬼
前
鬼

前
鬼

前
鬼
・・ ・・
小
仲
坊

小
仲
坊

小
仲
坊

小
仲
坊

( 約
8

1
0

m
)1

6
:4

5
→

前
鬼
口

1
7
:0

5
→

1
7
:1

5
池

原
ス

ポ
ー

ツ

公
園

1
7
:2

5
→

1
8
:4

0
新

宮
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
( 川

島
 
記

) 


